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熱気、歓声、拍手に包まれた３日間 

    与板十五夜まつり  ９月 18～20 日 

メイン会場の国道 403 号線・市道では、住民作製の創作

みこしや、勇壮果敢な男衆が乗り込んだ屋台が練り歩いた

ほか、綱引き大会や鼓笛・ブラスバンドパレードなど多彩

な催しが行われ、地域内外から集まった大勢の見物人やイ

ベント参加者からの掛け声や拍手、歓声が響いていました。

【絵灯籠入賞者】（敬称略） 金賞＝星菜々美（倉谷） 銀賞＝田中ゆかり（横町） 内藤
昭子（与板支所） 銅賞＝原沢拓也（江西２）大谷千恵子（上町）熊谷英奈・美優（本与
板）佐藤遥（南中）山田祐稀（堂前中島）倉品優香（南中）岩本来夢（脇野町）他６団体

【創作みこし】創作大人の部＝１位 橘井會 ２位 横町神輿の会 ３位 親永会 子供の部＝１位
稲荷町 ２位 与板幼稚園 ３位 江西 2 丁目子供会 既製の部＝本与板十五夜会【綱引き大会優勝
チーム】中学生の部＝ゴリマッチョーズ 小学生の部＝LOVE＆ピース 大人の部＝おじさんズ 



 
与板Ｙｏｉｔａ 
               

 

与板地域の世帯数と人口（H21.10.1 現在） 

世帯数 人口 男 女 

2,145 世帯
（＋5）

7,053 人
（＋7）

3,446 人
（＋3）

3,607 人
（＋4）

※（ ）前月比 

 
県道長岡寺泊線の迂回について 
 

国土交通省信濃川河川事務所が馬越・岩方

地内で行う信濃川築堤工事に伴い、10 月 13 日

（火）から県道長岡寺泊線が市道与板 189 号線

を迂回することになりました。  

交通量が激増しますので、馬越・岩方地区の

皆さんは、交通事故に十分注意してください。 

また、迂回路への侵入箇所及び迂回路からの

出口箇所は急カーブとなっていますので、スピー

ドを落として通行してください。 

【問】建設課管理係（内線 241） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迂回路では、安全運転を励行しましょう 
 

 

公園等遊具使用禁止措置について 

長岡市では、平成 20 年 8 月に「遊具の安全に

関する規準」が大きく変更されたことを受けて、市

全体の公園や児童遊園の遊具を調査・点検して

います。 

その結果、基準に適合しないことが判明しました

遊具については、公園利用者の安全を確保する

ため、当分の間使用を禁止させていただきました。 

なお、当該使用禁止遊具の修繕・入替等の時

期については、市全体の点検・調査結果を基にこ

れから年次計画をたてることになりますので、申し

訳ありませんが現段階では具体的なことを申し上

げることができません。ご理解をお願いします。 

【問】建設課管理係（内線 241） 
 
 
 
 
 

越後長岡・暮らし
文化の祭典 

日時＝10 月 24 日（土）

中之島・越路・三島・小

国・寺泊・栃尾   

10 月 25 日（日） 与板・山古志・和島・長岡 

時間＝10 時～15 時 

会場＝米百俵群像前広場（ハイブ長岡隣） 

内容＝市内 10 地域の伝統芸能発表会、実演・

体験コーナー、名産・特産品の販売、名物料理

の試食など 

【問】長岡市地域振興戦略部 39‐2260 

  産業課商工観光係（内線 224） 
 
 
 
 
 
 
 
 

天地人関連入込者数（９月末現在）

与板歴史民俗資料館 106,484 人 
まちの駅「よいた」 46,533 人 
与板城跡（城山）  31,185 人 
本 与 板 城 跡     8,947 人 

楽 山  苑   2,657 人 

※本与板城跡・楽山苑は土・日・祝日のみ集計 

信濃川 

迂回路 催 し 

お 知 ら せ し ま す 
 

与板支所  ７２－３１００（代表） 

■１０月の納期限 

１１月２日（口座振替日１１月２日） 

市民税・県民税（第３期） 

国民健康保険料（第４期） 

後期高齢者医療保険料・介護保険料（第６期） 

２ 

× 

× 

×
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与 板 の で き ご と 
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古くなった消火器に御注意を 

古くなった消火器による破裂事

故が発生しています。 

家庭、職場にあります消火器につ

いて、容器外観に腐食や変形がない

か、再度、確認してください。 

また、不明な点がありましたら、最寄りの

消防署・出張所にお問い合わせください。 

 

 
 
 

手刈りとはざかけ
．．．．

を体験 
小学校５年生教育田 

 ９月２４日、黄金色に実ったコシヒカリの収穫と

はざかけの体験をしました。与板地区水田農業

推進協議会の方々から、鎌の使い方、刈り取っ

た稲の縛り方等を教えてもらいながら、みんな汗

だくになって頑張りました。 

 

 
 
 
 
 
 

秋の火災予防運動 

全国統一防火標語 

『消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子』 

期間＝11 月 9 日（月）～11 月 15 日（日） 

これから冬に向

けて、暖房器具を使

用する機会が多く

なります。 

火の取扱いには

十分注意し、火事を

出さないようにしましょう。 

 

 

 

交 通 安 全 を 願 っ て 
秋の交通安全運動 

与板幼稚園児２４名が、「チビッ子指導隊」に

扮し上町に出動。「ゆっくり走ってください！」と元

気いっぱい呼びかけました。（9 月 25・28 日） 

 与板町交通安全協会によって行われた「交通安

全ｙｏｉｔａ大会コンサートｉｎ与板」では、与板小学校

レインボー鼓笛隊、与板中学校吹奏楽部の皆さ

んが素晴しい演奏を披露しました。（9 月 23 日） 

与板消防署から 

 ７２－２５７２ 
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地区ぐるみ 家族ぐるみで さわやかな汗

与 板 地 域 大 運 動 会 

与板小学校グラウンドで、9 月 27 日、2 年ぶりに与板地域大運動

会が開催されました。初秋のすがすがしい天候に恵まれた中、15 町

内が参加。子どもからお年寄りまで、大勢の与板住民がハッスルプレ

ーを見せました。 

競技の部 優勝 安永 第２位 船戸 第３位 水道町 

応援の部 優勝 江西２丁目 第２位 城山 第３位 槙原

敢 闘 賞 蔦都 

大 会 

結 果 

４ 
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りりしく戦国絵巻を再現 与与板板天天地地人人行行列列  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 与板城主直江兼続公と主君の上杉景勝公が率いる「与板天地人行列」

が３日催され、兼続隊と景勝隊合わせて約１１０人の武者行列が市街地を

練り歩きました。 

 公募で選ばれた小柳悠さん（柳之町）と山﨑まゆみさん（江西２）が扮す

る兼続公とお船の方、甲冑（かっちゅう）やかぶとを身に着け家臣団の与

板衆、上杉軍に扮した武者、着物姿の侍女役の勇壮でりりしい姿に、地

域内外から集まった多くの見物客が魅了されていました。 

５ 

天地人行列と同日開催された「観
光まつり」のイベントとして、人気子
役として活躍中の加藤清史郎くん
のトークショーが行われました。９
月 18 日に歯が抜けたばかりと話す
加藤くんは、持ち歌の「かつおぶし
だよ人生は」を歌い、最後に「わし
は与板に来て本当に良かった」の
決め台詞を披露しました。 

小
柳
さ
ん
扮
す
る

兼
続
公 

お船の方を演
じる山﨑さん 
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 ８ヵ月で大台に到達  
ミュージアム来館者が 10 万人 

 「兼続お船ミュージアム」の来館者が、1 月のリ

ニューアルオープン以後 10 万人に達し、9 月 19
日、記念セレモニーが行われました。 

 10 万人目の来館者は、大河ドラマ「天地人」の

ゆかりの地を巡ってみようと思い立ち、愛知県日

進市から訪れた内山貴史さん、まゆみさんご夫

妻。内山さん夫婦は、高校生の息子さんと欠かさ

ず「天地人」を見るほどのファンで、「与板は自然

豊かで良いところですね。かつてこの路を兼続、

お船が歩いたかもしれないと思うと感慨深いもの

があります」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿をお祝いしました 
与板地域敬老会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 月 12 日、与板体育館において与板地域敬

老会が開催されました。 

当日は 75 歳以上の方 346 名が出席され、13
名の方が米寿のお祝いを受けられました。 

祝宴では、ハワイアン・フラダンスや直江兼続

の詩吟、舞を観ながら楽しい一時を過ごしました。      

これからも元気で御活躍ください。 

祭りの後 クリーン作戦 
与板子ども会がボランティア活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 21 日、与板十五夜まつりでにぎわった都

野神社境内のゴミ拾いを行ないました。 

下り屋台を横目でみながらタバコの吸殻などの

小さいゴミをていねいに拾いました。秋風がほっ

ぺたに心地よいボランティア活動になりました。 

与板町 史跡巡りで 詠む一句 
お船の里まちあるき 

 9 月 22 日、与板地域を会場として、86 名の参

加者が様々なゲームや史跡ポイントを探して歩く

「お船の里まちあるき」が開催されました。 

当日は、本与板城跡で「愛」を叫んだり、楽山

亭で俳句を詠んだり、豚汁を食べたりと思い思い

に楽しんでいました。 
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参加者が詠んだ俳句（抜すい）
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14 土  
１ 日 

生涯学習フェスティバル（作品展 与板体育館） 
幼稚園フェア（幼稚園） 

２ 月  15 日

地域秋季バドミントン大会（中学校体育館）
地域対抗スポーツ大会 
（フロッカー・与板体育館） 
小学校ハートフルコンサート（小学校） 

16 月  ３ 火 

【文化の日】 
たちばな健康マラソン大会 
（与板体育館前Ｓ／Ｇ） 
生涯学習フェスティバル 
（芸能発表会・与板体育館） 

17 火 ぴょんぴょんくらぶ(幼稚園) 

４ 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム） 18 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム）

５ 木 足腰お達者教室（ふれあい交流センター） 
６ 金 ぴょんぴょんくらぶ(幼稚園) 

19 木
足腰お達者教室（ふれあい交流センター）
米百俵号巡回（幼稚園前） 

７ 土 オータムジャズコンサート 
（与板スポーツ広場） 20 金 ぴょんぴょんくらぶ(幼稚園) 

21 土
離乳食相談（子育て支援センター） 
与板子ども会リーダー研修（～22 日） 
（国立妙高青少年自然の家） ８ 日 

与板いきいきフェスティバル（体育館） 
作品展バザー（保育園） 
与中祭（中学校） 

22 日 2009 与板オープン卓球大会（体育館） 

23 月 【勤労感謝の日】 
９ 月 精神保健相談（予約制・与板保健センター） 

24 火
あんしん体操教室（勤労青少年ホーム） 
赤ちゃん相談（保健センター） 

25 水
さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム）
ぴょんぴょんくらぶ(幼稚園) 10 火 

行政相談（与板支所男子厚生室） 
あんしん体操教室（勤労青少年ホーム） 
ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 
ポリオ予防接種（三島保健センター） 
米百俵号巡回（小学校前） 26 木  

11 水 さわやか健康体操教室（勤労青少年ホーム） 27 金 新入園児保護者会（幼稚園） 

28 土  
12 木 

3 歳児健診(三島保健センター) 
幼稚園 11 月誕生会・ぴょんぴょんくらぶ 
（幼稚園） 29 日  

13 金 祖父母ふれあい餅つき大会（幼稚園） 30 月  

くらしのカレンダー （１１月） 

兼続みちくさ日記⑯ 

 豊臣政権時代、景勝の代理として大

坂城に上った兼続は、伊達政宗が同席

の諸大名に「めずらしいものを」と天正大

判を回覧した際 、素手ではなく扇子で受

けはねるにして表裏を見ました。政宗は、

兼続が陪臣であるために遠慮していると

思い「遠慮しなくてよい」と言ったところ、兼

続は「私の右手は戦場にあって謙信以来

の采配を振るった手 、このような不浄なも

のを触れるわけには参りません」と政宗の

膝元へ投げて返します。 

また、徳川政権時代 、江戸城内で二

人がすれ違った時 、兼続は会釈をしませ

んでした。政宗が「陪臣の身で会釈せぬ

とは無礼ではないか」ととがめると「無礼い

たしました。あなたは (負けて逃げる)後姿

しか見たことがなく、気づきませんでした」と

いんぎんに答えています。 

兼続の豪気な一 面をうかがわせる逸

話ですが、妙にユーモアもあって、さすがの

傑物、政宗も苦笑したことでしょう。 

 

兼続と独眼竜政宗の巻 

７ 


